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　環境規制対応船外機として、フィッシングをは

じめとする小型ボートでの川途にこたえるF8C

（図1），また大型艇やセールボートの補機川途

にこたえるハイスラストモデルFT8D（図2）を2000

年2月および8Jlに生産開始したので紹介する．

回．蛭の狙い1

　小型軽量、1一分な航走性能，低振動，低騒音，

使い易さというヤマハ小型船外機の基本性能をク

ラストッブレベルでバランスさせた船外機をめざ

すこと，またラバーボートから大型艇の補機にい

たるまで幅広く各種の艇にマッチングできる基本

設定、バリエーション展開をはかり，他社と差別

化した商品に仕ヒげることを5Kいに開発した．

臼工轟己」

1要諸兀を表1に示す．
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4ストローク船外機F8CFT8D

4．1　小型軽量

　8馬力船外機として適正なカウリングサイズを

達成するために，排気量197cm3の2気筒SOHC
エンジンを新規開発した．図3にバルブレイアウト

を示す．

図3　バルブレイアウト

　燃焼室はカウンタフロー構造とし，吸排気通路

を右舷側に集約することによりシリンダブロック

回りの電装部品レイアウトスペースを確保した．

その結果エレクトリックスタータやパワーチルト

リレー等を装備しながらも，十分コンパクトなカ

ウリングに仕上がっている．

　またカウンタフローによるヘッド，ボディシ

リンダの小型軽量化，従来のアッパーケース内オ

イルパン配置による2重壁構造を廃止し，オイル

パンを上部アッパーケースとして兼用する構造の

採用等により軽量化をはかっている．

　またショート，ロング各トランサムに最適なマ

ウントスパンを設定し，良好な操縦安定性と低振

動の両立をはかっている．図4にマウントレイア

ウトを示す．

Lower　Mount

図4　マウントレイアウト

Long　Vertical
Length

4．4低騒音

　大型アイドル排気膨張室の採用，またアッパー

ケースの小型化やボトムカウリングマウントの大

型化等の効果的な防振により騒音低減をはかって

いる．図5にアイドル排気膨張室構造を示す．

Expansion　Chamber

図5　アイドル排気膨張室

：Exhaust　F｜ow

4．2航走性能

　競合機に対して一回り小さなトーピード径のギ

ヤケースを開発し，水没部の抵抗を少なくした

ことにより，クラス最小排気量のエンジンであり

ながら，クラストップの加速性能，スピードを

実現している．

4．3低振動

　小型モデルとしては初のガイドエキゾースト構

造を採用し，アッパーマウントを重心に配置する

とともに十分な容量を確保することにより，ハン

ドルの低振動化を達成している．

4．5使い易さ

　持ち運び時，取付時に十分な大きさの手掛け，

大型艇にもリギング可能なワイドなクランプ幅

（図6），左右45°の舵角，2段シャローウォー

タードライブ等の基本諸元の他，スイッチ類のフ

ロント配置，タッチ感の良いチルトレバー（図7）

のフロント配置，ディスクパッド式ステアリング

フリクション等，随所に使い易さを配慮した構造

を織り込んでいる．

　またエレクトリックスタータ，リモートコント

ロールもバリエーション設定しており種々の使い

勝手にこたえるものとなっている。
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4ストローク船外機F8CFT8D
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図6　ワイドクランプ幅
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　このビッグプロペラ，パワーチルト機構をはじ

めとする外観の違い，ハイスラストというネー

ミングからもF8Cとは全く異なるモデルに仕・ヒが

り，他社に対しても十分に差別化された商品と

なっている．

Front　Shift　Lever

繋t．’・za「k1．・・s，

Throttle　Friction

図8　シフトレバー付ロングハンドル

　　　Compact　PT

図9　コンパクトパワーチルト

図7　フロントチルトレバー

・　おわりに

E．ハイス乏区トi巳デル

　小型艇を中心としたi機llf場のみならず，　F9．9A

ハイスラストモデルで開拓してきた補機市場を

ターゲットにした8馬力ハイスラストモデルも同時

に開発した．

　このFT8Dは特にusキッカー市場の拡大を狙っ

たモデルでありt大型艇のトローリングモータと

して使川されることから，低速で大きなスラスト

を得るための大きな減速比，×径翼のデュアルス

ラストプロペラを採用している．

　またシフトレバー付きロングハンドル，クラス

初のパワーチルト機構をも装備しており，フィッ

シングギヤとしての使い勝f’を大きく向liさせて

いる．

　図8にシフトレバー付きロングハンドル，図9

にコンパクトパワーチルトを示す．

　F8C，　FT8Dはクラストップの基本性能と多くの

フィーチャーやベネフィット，また豊富なバリ

エーションをもつ船外機としてできあがった．

　ヤマハ小型船外機として子供からプロフィッ

シャーマンにいたるまで，多くの人々の期待に応

え活躍できるように，今後も改良熟成させていく

所存である．

●著者
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